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H25.3卒業見込

9,188人

H24.3卒業見込

9,093人

資料９ 中学卒業(見込)者数の減少(第1回審議会資料３－２の再掲) 

（１） 今後の生徒減の見込について 

本県の中学校卒業者数は、下のグラフに示すように、平成2年3月の14,458

人をピークとして、その後減少傾向を続けている。 

今後は、平成29年度中学校卒業者(平成30年3月卒)から数年間にわたり、

連続して中卒者数が大きく減少し、平成23年度の募集定員と比べると大きく下

回る見込みである。 

募集定員が減少する中で現在の学校数を維持すれば、小規模校が増加し、学

校の活力の維持が困難になる可能性がある。 

 

 

 

 

 

９－１ 



平成23年
3月卒

平成24年
3月卒

平成25年
3月卒

平成26年
3月卒

平成27年
3月卒

平成28年
3月卒

平成29年
3月卒

平成30年
3月卒

平成31年
3月卒

平成32年
3月卒

中卒
見込者数

9,168 9,093 9,188 9,064 8,981 8,901 8,820 8,424 8,181 8,059

募集定員
見込

6,720 6,680 6,600 6,520 6,440 6,400 6,320 6,040 5,880 5,800

(前年差) (-40) (-80) (-80) (-80) (-40) (-80) (-280) (-160) (-80)

(累積計） (-40) (-120) (-200) (-280) (-320) (-400) (-680) (-840) (-920)

相当
学級数

168 167 165 163 161 160 158 151 147 145

(前年差) (-1) (-2) (-2) (-2) (-1) (-2) (-7) (-4) (-2)
(累積計） (-1) (-3) (-5) (-7) (-8) (-10) (-17) (-21) (-23)
平均学級
数

4.7 4.6 4.6 4.5 4.5 4.4 4.4 4.2 4.1 4.0

（２） 今後の学校数及び規模の見込について 

今後の生徒減少を勘案すれば、県立高校の活力を維持し、学校の活性化を図

るためには、現在の学校数を維持したまま学級減で対応することは、極めて困

難な状況にあると思われる。 

学校の活性化を図る観点から、次期再編計画の策定に当たっては、学校数及

び望ましい規模については、十分な検討が必要である。 

 

  【現在の進学率や40人学級を仮定して算定した募集定員推定】 

    （注） 平均学級数はすべて学級減で対応した場合の数値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校規模（H14) 学校規模（H23) H32の見込

９学級（３校）

８学級（４校） ８学級（２校）

７学級（５校） ７学級（２校）

６学級（４校） ６学級（８校）

５学級（１２校） ５学級（５校）

４学級（６校） ４学級（９校）

３学級（２校） ３学級（９校）

２学級（２校） ２学級（１校）

（合計２１２学級　３８校） （合計１６８学級　３６校）

平成25年度から適
用する公私比率(公
立76：私立24）で計
算すると、公立高校
学級数は、県全体で
１４５学級となる。

９－２ 


